
園に戻ってきてからはタライの中でくもの巣などが付いた柿の葉を丁寧に洗い、タオルで水気を優しく拭きと

りました。洗ったり拭いたりしているうちに、『柿の葉を洗う人』『柿の葉をタオルの所まで運ぶ人』『タオルで

水気を拭く人』『枚数を数える人』と、自然と役割分担をして動いていましたよ。子ども達の効率の良さと集中

力には驚きました！ 

 

 

「秋になったら柿の葉寿司を食べたいな～。みんなはどう？作ったことある？」と保育者が聞くと、「お家で

作ったことあるよ！」「「作ったことはないけど、お寿司好きやし食べたい！」「「お家に柿の実は無いけど、葉っぱ

ならたくさんあるよ！」とノリノリな子ども達。 

お家に柿の葉があるよと言っていた子のお家の方にお聞きして、今日は柿の葉を採らせていただきました。事

前に柿の葉寿司や柿の葉の写真を見ていた子ども達は、「「先生、この葉っぱ綺麗やよ！」「「これ、虫に食べられて

る！違うのにしよ～」「大きい葉っぱ採った！大きいお寿司乗せる♡」と虫に食べられていない、大きくて綺麗

な緑色の葉っぱを探して採っていましたよ。 

 柿の葉を綺麗にした後に、子ども達に「「なんで柿の葉寿司は、柿の葉を使うのかな？」と聞いてみました。

すると、「「お皿の代わりにする」「「手が汚れないようにするため」「「お寿司美味しくするため！」と、保育者が

伝えようと思っていたことを全て子ども達が考えて答えていました。また、「「早くお寿司食べたいな～」「「もう

今すぐ食べたい！」と今から柿の葉寿司作りが待ち遠しい子ども達です♪ 


